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那珂市長

市制施行 20年の感謝と
未来を見据えた市政運営に邁進

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
が
健
や
か
で
希
望

に
満
ち
た
一
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
17
年
１
月
21
日
に
那
珂
町
と
瓜

連
町
が
合
併
し
、「
那
珂
市
」が
誕
生
し

て
、
本
年
は
、
市
制
施
行
20
年
と
い
う

節
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
20
年

の
間
に
は
、
東
日
本
大
震
災
や
台
風
19

号
に
よ
る
災
害
、
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
る
社
会

生
活
の
変
化
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
り
乗
り
越
え
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

５
月
に
は
、
台
湾
台
南
市
政
府
と
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
の
交
流
、
さ
ら
に
は
相

互
の
人
材
育
成
や
地
域
経
済
の
発
展
を

目
指
し
、
友
好
交
流
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。６
月
に
は
、ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

す
が
や
の
開
館
に
よ
り
、
市
内
す
べ
て

の
中
学
校
区
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ
れ
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
さ
ら
な
る
活
性
化
と
賑
わ
い

が
創
出
さ
れ
ま
し
た
。
８
月
に
は
、
道

の
駅
整
備
計
画
の
イ
メ
ー
ジ
パ
ー
ス
を

公
開
し
、
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
を
得
な
が
ら
整
備
を
進
め
て
い
く

予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
10
月
に

は
、
秋
田
県
横
手
市
と

の
友
好
都
市
提
携
20
周

年
記
念
式
典
を
開
催
し

て
さ
ら
な
る
連
携
と
協

力
の
絆
を
深
め
ま
し
た
。

11
月
に
は
、
那
珂
市
小
中
一

貫
教
育
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催

し
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
る
と

と
も
に
、
学
園
ご
と
に
特
色
あ
る
活
動

報
告
を
す
る
な
ど
、
各
種
記
念
式
典
を

開
催
し
ま
し
た
。

先
人
た
ち
が
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ

た
礎
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
も
那
珂
市
の
10
年
、
20
年
後
を
見
据

え
、
引
き
続
き
本
市
が
持
つ
可
能
性
を

い
か
し
な
が
ら
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

住
み
よ
さ
を
実
感
し
、
未
来
へ
の
希
望

が
も
て
る
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
と
し

て
飛
躍
で
き
る
よ
う
市
政
運
営
に
邁

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に

と
っ
て
幸
多
き
一
年
と
な
る
こ
と
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



那珂市議会議長

木野　広宣

那珂市議会20周年、議会改革
を進め市民の負託に応える

新年のご挨拶
2025年

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
輝
か
し
く
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
新

春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
年
頭
に

当
た
り
、市
議
会
を
代
表
し
ま
し
て
、
謹

ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
も
不
安
定
な
社
会
・
経
済
情
勢

が
続
き
、
長
引
く
円
安
と
物
価
高
騰
、

地
震
・
台
風
等
の
自
然
災
害
リ
ス
ク
、

猛
暑
・
豪
雨
等
の
天
候
の
影
響
な
ど
に

よ
り
、市
民
の
皆
さ
ま
も
、日
常
生
活
の

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
影
響
を
受
け
、ご
苦

労
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

市
内
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
地
域
の

行
事
や
イ
ベ
ン
ト
が
盛
況
と
な
り
、
コ

ロ
ナ
禍
以
降
、
地
域
活
力
の
復
活
を
実

感
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

市
議
会
で
は
、
昨
年
２
月
に
市
議
会

議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
６
人
の
新
任
議

員
を
含
む
18
人
の
新
た
な
議
会
構
成
と

な
り
ま
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）を
活
用
し

た
効
率
的
で
迅
速
な
議
会
運
営
に
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
活
用
や
会
議
資
料
の
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
、オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
実
施
に

加
え
て
、新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

昨
年
10
月
か
ら
市
議
会
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（Facebook

・Instagram

）を
開
設
し
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
市
議
会
を
よ
り
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、議
員
自
ら

情
報
発
信
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
さ
ま
ざ
ま
な
ご

意
見
・
ご
要
望
を
お
伺
い
す
る
「
議
員

と
語
ろ
う
会
」
に
つ
い
て
も
、
４
つ
の

常
任
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
複
数
回
開

催
す
る
こ
と
と
し
、
直
接
対
話
す
る
機

会
を
増
や
せ
た
こ
と
は
、
大
変
有
意
義

な
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。
改
め

て
、
市
民
の
生
活
を
第
一
に
、
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ

る
と
い
う
、
議
会
の
使
命
の
重
さ
を
強

く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

市
議
会
20
周
年
と
な
る
本
年
は
、さ
ら

な
る
市
勢
発
展
の
た
め
、市
行
政
へ
積
極

的
に
提
言
を
行
う
と
と
も
に
、開
か
れ
た

議
会・
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
て
、

引
き
続
き
議
会
改
革
を
進
め
、市
民
の

皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、議
員
お

の
お
の
が
研
鑽
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
一
層
の
ご
理
解
と
お
力
添
え
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
市

民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
、
幸
多
く
健
や
か
な

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



　
12
月
１
日
、
宮
の
池
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
内
を
会
場
に
、農・
工・
商

そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
の
魅
力
紹
介

や
、事
業
者
、生
産
者
、消
費
者
と
の

交
流
機
会
の
創
出
を
す
る
、「
那
珂

市
産
業
祭
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
菅
谷
駅
前
通
り
の
商
店
街
イ

ベ
ン
ト「
ガ
ヤ
ガ
ヤ
☆
カ
ミ
ス
ガ
」

と
合
同
で
開
催
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

飲
食
、農・工・商
の
体
験
展
示
な
ど

１
０
０
軒
以
上
が
並
び
、
会
場
周

辺
は
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
豪
華
賞
品
の
当
た
る
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
＆
那
珂
市
特
産
品
大
抽
選

会
で
は
、
読
み
上
げ
ら
れ
る
番
号

に
歓
声
が
上
が
り
、
来
場
し
た
か

た
は
最
後
ま
で
目
の
離
せ
な
い
楽

し
い
１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

産業祭
問商工観光課商工観光Ｇ　☎ 029‐298‐1111

第８回戸多まつり（戸多地区交流センター・戸多体育館）

第２回ふれあいよしのまつり（ふれあいセンターよしの）
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各
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が

主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ

て
、「
協
ま
ち・
カ
フ
ェ
」を
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
地
区
内
で
活
動

し
て
い
る
市
民
自
治
組
織
や
市
民

活
動
団
体
が
行
っ
て
い
る
活
動
の

様
子
を
ポ
ス
タ
ー
で
紹
介
し
た

り
、
飲
み
物
や
お
菓
子
を
楽
し
め

る
ブ
ー
ス
を
設
置
し
た
り
し
て
、

来
場
さ
れ
た
か
た
が
た
が
交
流
を

深
め
る
様
子
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
各
地
区
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
歌

や
ダ
ン
ス
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、

抽
選
会
の
催
し
物
や
農
産
物
の
直

売
会
、
中
学
生
主
体
の
模
擬
店
も

あ
り
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
た
く
さ
ん
の
か
た
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

協まち・カフェ
問市民協働課市民活動Ｇ　☎ 029‐298‐1111

2024菅☆まち☆カフェ（市立図書館エントランス・両宮遊歩道）
11３

菅谷地区

2024瓜連ふれあい祭（総合センターらぽーる）
1117

瓜連地区

額田ふれあいまつり（額田小学校）
11９

額田地区

第14回五台ふれあいまつり（ふれあいセンターごだい）
1124

五台地区

第８回戸多まつり（戸多地区交流センター・戸多体育館）
11３

戸多地区

かんざきまつり（横堀小学校）
1122

神崎地区

第２回ふれあいよしのまつり（ふれあいセンターよしの）
1117

芳野地区

木崎ふれあいまつり2024（木崎地区交流センター）
11
24

木崎地区

１月 14日号5



小学生の皆さん、スポーツを楽しんでいますか？
広報なかでは、那珂市スポーツ少年団を種目ごとに紹介しています。
第３弾の種目は「サッカー」です。
「何かスポーツを始めてみたい」と思ったら、気軽に各少年団にお問い合わせください。
問スポーツ推進室　☎ 029‐297‐0077

木崎サッカー瓜連サッカー

※�入団できる対象に制限がある場合がありますので、各少年団に必ずお問い合わせください。

サッカー 編

　近隣の小学校の子どもたちと活動の趣旨に賛同
しボランティアで指導に当たってくれている指導
者有志、そして強力にチームをサポートしてくれ
る育成会が三位一体となって活動しており、団出
身の J リーガーが誕生するなど、さまざまな分野
で活躍する人材を輩出しています。

　団体行動を通して社会的なコミュニケーション
スキルを身に付けたり、体力のレベルアップをし
たり、この時期に大切な経験になると思います。
　サッカー経験がなくても、全然大丈夫です。随
時体験可能なので、まずは遊びに来てみんなで楽
しくサッカーをしましょう。

�問	小池　☎ 090‐3528‐8314申�問 	瀧本　☎ 090‐4016‐4235申

対 象　�５歳児～小学６年生

活動場所　�木崎小グラウンド・体育館、
� 那珂西リバーサイドパーク

対 象　５歳児～小学６年生

活動場所　�瓜連小第２グラウンド・体育館、
� ふれあいの杜公園、
� 那珂西リバーサイドパーク

活 動 日　日曜日（午前９時～正午）
� 木曜日（午後６時～８時）※希望者のみ
� ※土曜日・祝日にリーグ戦などの試合あり

活 動 日　土・日曜日�（午前９時～11時30分）
� 月曜日※� （午後７時～８時30分）
� ※月曜日はフットサル
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どんなものを収集するの？

令和８年４月から、どうやって出すの？

プラスチック製容器包装ってなに？

　令和８年４月から、これまで「燃えるごみ」として収集・焼却していた「プラスチック製容器
包装」を資源として収集し、リサイクルします。収集日などの詳細は、決まり次第広報なか
や郵送などで皆さんにお知らせします。

問 �環境課環境G　☎ 029‐298‐1111
市ホームページで
随時情報を更新しています▶

プラスチック製容器包装分別収集
令和８年４月開始

1 月 14日号7

中身を取り出したり、使い切ったりしたときに不要になるプラスチック製
の容器や包装のことです。右のプラマークが目印です。

「プラスチック製容器包装」を、市指定ごみ袋とは別
・ ・
の透明な袋に入れて

出してください。収集場所は燃えるごみと同じごみステーションです。

プラマークがついている、汚れを取り除いてあるものです。
※�汚れている場合は簡単に汚れを落としてください。（水や洗剤を大量に使用する必要はありません）
※�汚れやにおいが取れていないものは、これまでどおり燃えるごみで出してください。
※�値引きシールやラベルはできるだけはがしてください。ただし残っていても収集できます。

タマゴパック お菓子の袋 洗剤などのボトル 気泡緩衝材食品トレー

例
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相
談

お
し
ら
せ

コ
ー
ナ
ー

く
ら
し

法
律
相
談

日
時
▼
３
月
11
日
㈫
午
後
１
時
～
５
時

　
　
　
３
月
25
日
㈫
午
後
１
時
～
４
時

場
所
▼
市
役
所（
本
庁
）１
階
相
談
室

対
象
者
▼
市
内
に
住
所
を
有
す
る
か
た

相
談
方
法
▼
電
話
ま
た
は
面
談
（
申
込
時

に
お
選
び
く
だ
さ
い
）

相
談
員
▼
弁
護
士　

費
用
▼
無
料
（
相
談
１
回
30
分
）

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付
、電
話
（
要
予
約
）

申
込
開
始
日
▼
２
月
４
日
㈫

※
同
じ
事
案
の
相
談
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

�　
　
市
民
相
談
室

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

問
�申行

政
書
士
相
談

日
時
▼
３
月
19
日
㈬
午
後
１
時
～
４
時

場
所
▼
市
役
所（
本
庁
）１
階
相
談
室

対
象
者
▼
市
内
に
住
所
を
有
す
る
か
た

相
談
内
容
▼
遺
言
、
相
続
や
契
約
、
許
認

可
申
請
な
ど
、
各
種
手
続
き
に
つ
い
て

相
談
員
▼
行
政
書
士

費
用
▼
無
料
（
相
談
１
回
30
分
）

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付
、電
話
（
要
予
約
）

申
込
開
始
日
▼
２
月
４
日
㈫

�申
問
市
民
相
談
室

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

空
き
家
無
料
相
談
会

日
時
▼
２
月
26
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～
４
時

※
相
談
は
１
組
30
分
程
度

場
所
▼
市
中
央
公
民
館
２
階
講
座
室

対
象
者
▼
市
内
に
あ
る
空
き
家
、
ま
た
は

空
き
家
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
状
態

に
あ
る
も
の
の
所
有
者
（
管
理
者
）

※
業
と
し
て
管
理
す
る
か
た
は
対
象
外

相
談
内
容
▼
空
き
家
の
相
続
、
売
却
、
賃

借
、
管
理
に
関
す
る
こ
と

相
談
員
▼
司
法
書
士
、
宅
地
建
物
取
引
士

定
員
▼
４
組
程
度
（
先
着
順
）　

申
込
方
法
▼
電
話

申
込
期
間
▼
２
月
５
日
㈬
～
18
日
㈫

※
予
約
が
な
い
場
合
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

�申
問
都
市
計
画
課
都
市
計
画
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

日
時
▼
２
月
12
日
㈬
午
前
11
時

場
所
▼
市
内
全
域
（
防
災
行
政
無
線
の
屋

外
ス
ピ
ー
カ
ー
お
よ
び
各
家
庭
の
戸
別
受

信
機
か
ら
放
送
）

放
送
内
容
▼

◦
防
災
行
政
無
線
上
り
チ
ャ
イ
ム

◦「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で

す
」
×
３
回

◦「
こ
ち
ら
は
、
防
災
な
か
で
す
」

◦
防
災
行
政
無
線
下
り
チ
ャ
イ
ム

※
自
動
的
に
最
大
音
量
で
放
送
さ
れ
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、

一
部
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
も
同
様
の
内
容
が
配

信
さ
れ
ま
す
。

問
防
災
課
防
災
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

民
生
委
員・児
童
委
員
の
訪
問
調

査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

対
象
▼
お
近
く
に
親
族
が
お
住
ま
い
で
な

い
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み

の
世
帯
な
ど

内
容
▼
要
支
援
者
の
把
握
や
緊
急
時
の
対

応
、各
種
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
訪
問
調
査
で
す
。

翌
年
度
の
高
齢
者
台
帳
※
の
更
新（
作
成
）

に
つ
い
て
も
お
聞
き
し
ま
す
。

※
高
齢
者
台
帳
と
は
、ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
な
ど
の
住
所
や
生
年
月
日
、緊

急
連
絡
先
、か
か
り
つ
け
医
な
ど

を
記
録
し
て
お
く
シ
ー
ト
で
す
。

調
査
員
▼
お
住
ま
い
の
地
区
を
担
当
す
る

民
生
委
員
・
児
童
委
員

問
介
護
長
寿
課
高
齢
者
支
援
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

調
停
手
続
き
無
料
相
談
会

日
時
▼
２
月
15
日
㈯
午
前
９
時
～
正
午

場
所
▼
ザ・
ヒ
ロ
サ
ワ
シ
テ
ィ
会
館
分
館
２

階
集
会
室（
水
戸
市
千
波
町
東
久
保
６
９
７
）

�

内
容
▼

⃝

土
地
・
建
物
に
絡
む
紛
争
、
金
銭
消
費

貸
借
な
ど
の
紛
争
、
多
重
債
務
に
関
す
る

こ
と
な
ど

⃝

夫
婦
関
係
、
離
婚
、
親
族
間
の
紛
争
、

子
の
養
育
、
扶
養
な
ど

⃝

相
続
、
遺
産
分
割
に
関
す
る
紛
争
な
ど

⃝

民
事
・
家
事
の
調
停
手
続
き
な
ど
に
関

す
る
こ
と

相
談
員
▼
民
事
調
停
委
員
、家
事
調
停
委
員

※
弁
護
士
、
不
動
産
鑑
定
士
、
土
地
家
屋

調
査
士
、
税
理
士
、
司
法
書
士
な
ど
の
専

門
委
員
を
含
む

問�

水
戸
調
停
協
会
普
及
委
員
会

☎
０
８
０
‐
４
８
３
８
‐
０
２
０
２
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災
害
時
に
備
え
て
ス

ト
ー
マ
装
具
を
市
役

所
に
保
管
で
き
ま
す

対
象
者
▼
市
内
に
在
住
、在
勤
、在
学
の
オ

ス
ト
メ
イ
ト
で
、
保
管
を
希
望
す
る
か
た

保
管
す
る
も
の
▼
個
人
が
日
常
的
に
使
用

し
て
い
る
ス
ト
ー
マ
装
具（
１
週
間
分
程
度
）

保
管
期
間
▼
１
年
間

※
装
具
の
使
用
期
限
お
よ
び
継
続
の
意
思

確
認
の
た
め
、１
年
ご
と
に
更
新
し
ま
す
。

※
保
管
期
間
を
過
ぎ
た
装
具
は
、
処
分
し

ま
す
の
で
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

※
保
管
更
新
の
通
知
は
し
ま
せ
ん
。

預
け
入
れ
方
法
▼
窓
口
受
付

※
保
管
用
の
装
具
を
持
参
し
、
台
帳
に
必

要
事
項
を
記
入

災
害
時
の
対
応
▼
避
難
し
た

市
指
定
の
避
難
所
で
、
待
機

し
て
い
る
市
職
員
に
装
具
の

輸
送
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
普
段
か
ら
災
害
用
持
ち
出
し
品
の
１
つ

と
し
て
、装
具
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

�申
問
社
会
福
祉
課
障
が
い
者
支
援
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
を
交
付
し
ま
す

　

障
が
い
者
に
準
ず
る
者
と
し
て
市
長
の

認
定
を
受
け
た
か
た
は
、
所
得
税
・
市
県

民
税
の
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

対
象
者
▼
満
65
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
の

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
か
た
の
う

ち
、
要
介
護
認
定
に
係
る
要
介
護
認
定
調

査
票
お
よ
び
主
治
医
意
見
書
の
内
容
（
寝

た
き
り
度
・
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活

自
立
度
の
項
目
）
が
一
定
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
か
た

※
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
か

た
は
、
手
帳
の
提
示
で
控
除
が
受
け
ら
れ

る
た
め
、
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

申
請
方
法
▼
窓
口
受
付

持
ち
物
対
象
者
お
よ
び
申
請
者
の
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
、マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

※
申
請
書
は
、
介
護
長
寿
課
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

※
認
定
書
は
、
即
日
交
付
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
確
定
申
告
時
に
認
定
書
が
必
要
で
す

の
で
、
事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

�申
問
介
護
長
寿
課
介
護
保
険
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

お
む
つ
に
係
る
費
用
の

医
療
費
控
除
対
象
者
の

確
認
書
を
交
付
し
ま
す

　

傷
病
に
よ
り
お
お
む
ね
６
か
月
以
上
寝

た
き
り
状
態
で
医
師
の
治
療
を
受
け
て
お

り
、
治
療
上
お
む
つ
の
使
用
が
必
要
と
認

め
ら
れ
る
と
き
は
、お
む
つ
代
を
所
得
税・

市
県
民
税
の
医
療
費
控
除
の
対
象
と
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者
▼
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受

け
て
お
り
、
要
介
護
認
定
に
係
る
主
治
医

意
見
書
の
内
容（
寝
た
き
り
度・尿
失
禁
の

可
能
性
の
項
目・失
禁
へ
の
対
応
の
項
目
）

が
一
定
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
た

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
か
た

は
、医
師
が
発
行
す
る「
お
む
つ
使
用
証
明

書
」（
有
料
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
初
め
て
申

告
す
る
か
た
、
令
和
５
年
以
前
の
分
に
つ

い
て
申
告
す
る
か
た
は
、
要
件
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法
▼
窓
口
受
付

持
ち
物
対
象
者
お
よ
び
申
請
者
の
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
、マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

※
申
請
書
は
、
介
護
長
寿
課
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

※
確
認
書
の
交
付
に
は
１
週
間
程
度
を
要

し
ま
す
。
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
確

定
申
告
時
に
確
認
書
が
必
要
で
す
の
で
、

必
ず
事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

�申
問
介
護
長
寿
課
介
護
保
険
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

医
療
費
通
知
を

送
付
し
ま
す

　
那
珂
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
医
療
機

関
を
受
診
し
た
世
帯
全
員
の
医
療
費
の
総

額
が
示
し
て
あ
る
医
療
費
通
知
を
世
帯
主

宛
て
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
医
療
費
通

知
は
、国
民
健
康
保
険
や
皆
さ
ん
の
健
康

に
関
す
る
知
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
お
送
り
す
る
お
知
ら
せ
で
す
。

送
付
時
期
▼

⃝

令
和
６
年
１
月
～
10
月
診
療
分

　
２
月
上
旬

⃝

令
和
６
年
11
月
～
12
月
診
療
分

　
３
月
下
旬

医
療
費
控
除
の
申
告
に
つ
い
て

　
医
療
費
通
知
は
、
医
療
費
控
除
の
明
細

書
と
し
て
、
確
定
申
告
な
ど
の
医
療
費
控

除
の
申
告
に
使
用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

２
月
に
届
く
医
療
費
通
知
は
、
令
和
６
年

１
月
か
ら
10
月
ま
で
の
診
療
分
の
記
載
と

な
り
ま
す
。
11
月
以
降
に
医
療
を
受
け
ら

れ
た
場
合
は
、
領
収
書
を
も

と
に
別
途
医
療
費
控
除
の
明

細
書
を
作
成
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
他
、
医
療
費
控
除

の
申
告
に
関
す
る
こ
と
は
、

直
接
税
務
署
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
保
険
課
保
険
・
年
金
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

問
太
田
税
務
署

☎
０
２
９
４
‐
72
‐
２
１
７
１
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催
し

空
き
家
で
の
給
水
管
の

劣
化
や
凍
結
に
よ
る
漏

水
が
増
え
て
い
ま
す

漏
水
の
予
防
方
法
▼

⃝

長
期
間
水
道
を
使
わ
な
い
場
合
、
水
道

の
休
止
手
続
き
を
す
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

⃝

住
宅
管
理
の
た
め
に
開
栓

し
て
お
く
場
合
、不
在
時
は

水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内

の
バ
ル
ブ
を
閉
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

漏
水
が
起
こ
っ
た
場
合
▼
市
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。（
費
用
は
個
人
負
担
）

※
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
名
簿
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
水
道
課
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

※
漏
水
発
生
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
申
請

に
よ
り
水
道
料
金
の
減
額
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

水
道
の
手
続
き
に
関
す
る
こ
と

問
水
道
課
（
瓜
連
支
所
）

☎
０
２
９
‐
２
９
６
‐
１
９
４
１

工
事
・
修
理
に
関
す
る
こ
と

問
水
道
課
工
務
・
管
理
Ｇ
（
瓜
連
支
所
）

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

漏
水
減
額
に
関
す
る
こ
と

問
水
道
課
総
務
Ｇ
（
瓜
連
支
所
）

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

茨
城
県
特
定（
産
業
別
）

最
低
賃
金
改
正

　
労
使
双
方
が
合
意
し
た
う
え
で
最
低
賃

金
額
未
満
の
賃
金
で
労
働
契
約
を
結
ん
で

も
、
法
律
に
よ
り
、
そ
の
賃
金
は
無
効
と

さ
れ
、
最
低
賃
金
額
で
契
約
し
た
も
の
と

み
な
さ
れ
ま
す
。

効
力
発
生
日
▼
令
和
６
年
12
月
31
日

※
各
種
商
品
小
売
業
は
、改
正
が
行
わ
れ

な
か
っ
た
た
め
、茨
城
県
最

低
賃
金（
時
間
額
１
０
０
５

円
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
茨
城
労
働
局
賃
金
室

☎
０
２
９
‐
２
２
４
‐
６
２
１
６

特定最低賃金名 時間額
鉄鋼業 1,098 円

はん用機械器具、生産用機械器具、業務用
機械器具製造業（機械器具製造業等） 1,055 円

計量器・測定器・分析機器・試験機・理化
学機械器具、医療用機械器具・医療用品、
光学機械器具・レンズ、電子部品・デバイス・
電子回路、電気機械器具、情報通信機械器
具、時計・同部分品製造業（電気・精密機
械器具等製造業）

1,052 円

障
が
い
者
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ほ
っ
と
那
珂
フ
ェ
ス
２
０
２
５

　
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
▼
２
月
８
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
3

時
30
分

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
す
が
や

成
年
後
見
制
度
講
演
会

時
間・内
容
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

⃝

第
１
部　
講
演

　

�

成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
を
考
え
る
～
現
役
の
成
年
後
見
人
が

教
え
る
実
践
的
ノ
ウ
ハ
ウ
～

⃝

第
２
部　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

講
師
▼
前
園
進
也
氏（
弁
護
士
）

定
員
▼
１
５
０
人（
事
前
申
し
込
み
不
要
）

参
加
費
▼
無
料

物
品
販
売
会

内
容
▼
市
内
障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所

に
よ
る
物
品
販
売
お
よ
び
関
係
団
体
に
よ

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

そ
の
他
催
し
物

⃝

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

⃝
障
が
い
の
あ
る
か
た
が
制

作
し
た
作
品
の
展
示

⃝
暮
ら
し
や
虐
待
・
差
別
に

関
す
る
相
談
窓
口
、
普
及
・

啓
発
コ
ー
ナ
ー

問
社
会
福
祉
課
障
が
い
者
支
援
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１
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那
珂
の
ひ
な
ま
つ
り

雛
人
形
展
―
つ
る
し
び
な
と
の
共
演
―

期
間
▼
２
月
１
日
㈯
～
３
月
２
日
㈰

時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

場
所
▼
歴
史
民
俗
資
料
館
多
目
的
ホ
ー
ル

�（
月
曜
日
を
除
く
。最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

内
容
▼
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
の
明
治

か
ら
現
代
ま
で
の
雛
人
形
お
よ
び
キ
ル

テ
ィ
ー
工
房
と
那
珂
つ
る
し
び
な
の
会
が

作
成
し
た
つ
る
し
び
な
の
展
示

入
館
料
▼
無
料

問
歴
史
民
俗
資
料
館

（
な
か
Ｌ
ｕ
ｃ
ｋｙ
Ｆ
Ｍ
公
園
内
）

☎
０
２
９
‐
２
９
７
‐
０
０
８
０

※
月
曜
日
休
館（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

つ
る
し
び
な
の
展
示

期
間
▼
２
月
１
日
㈯
～
３
月
２
日
㈰

時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

場
所
▼

◦
曲
が
り
屋

◦�

歴
史
民
俗
資
料
館
多
目
的
ホ
ー
ル
（
月

曜
日
を
除
く
。最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

入
館
料
▼
無
料

協
力
▼
キ
ル
テ
ィ
ー
工
房

問
那
珂
つ
る
し
び
な
の
会

小
森
☎
０
９
０
‐
１
２
０
６
‐
５
６
１
１

物
品
販
売

期
日
▼�

期
間
中
の
金・土・日
曜
日
お

よ
び
２
月
10
日
、11
日
、24
日

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
　
　
（
最
終
日
は
午
後
２
時
ま
で
）

場
所
▼
曲
が
り
屋

内
容
▼�

手
作
り
布
小
物
・
ミ
ニ
つ
る

し
び
な
・
つ
る
し
び
な
布
地

セ
ッ
ト
の
販
売

学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説
会

日
時
▼
２
月
16
日
㈰
午
前
10
時

内
容
▼
展
示
を
見
な
が
ら
、
ひ
な
ま

　
　
　
つ
り
に
関
す
る
意
外
と
知
ら
れ

　
　
　
て
い
な
い
話
を
披
露
し
ま
す
。

　
　
　
（
事
前
申
し
込
み
不
要
）

国
際
交
流
の
つ
ど
い

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
料
理
教
室

日
時
▼
３
月
９
日
㈰
午
前
９
時
30
分

（
受
付
開
始　
午
前
９
時
15
分
）

場
所
▼
市
中
央
公
民
館
調
理
室

内
容
▼
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
家
庭
料
理�

３
品

（
ウ
ィ
ー
ン�

カ
ツ
レ
ツ
、ヨ
ー
ク
シ
ャ�

プ

デ
ィ
ン
グ
、
ア
ッ
プ
ル
ク
ラ
ン
ブ
ル
）

講
師
▼
ジ
ェ
フ�

ラ
ッ
ジ
さ
ん（
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
出
身
）

定
員
▼
32
人（
先
着
順
）

参
加
費
▼
１
５
０
０
円

※
市
国
際
交
流
協
会
会
員
は
千
円

持
ち
物
▼
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、ふ
き
ん
、

上
履
き

申
込
方
法
▼
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

※
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
示

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
申
し
込

み
後
に
事
務
局
か
ら
の
返
信
が
な
い
場
合

は
、再
度
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
市

役
所
開
庁
日
に
返
信
し
ま
す
）

申
込
期
間
▼
２
月
10
日
㈪
～
３
月
３
日
㈪

託
児
▼
希
望
者
は
、
申
込
期
間
内
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
無
料
）。

※
お
申
し
込
み
が
な
い
場
合
は
、
お
預
か

り
で
き
ま
せ
ん
。

共
催
▼
な
か
日
本
語
く
ら
ぶ

�申
問
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
市
民
協
働
課
内
）

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

FAX
０
２
９
‐
３
５
２
‐
１
０
２
１

ieanaka1990@
gm
ail.com

障
害
者
就
職
面
接
会

日
時
▼
２
月
18
日
㈫
午
後
１
時
～
３
時
30

分（
受
付
開
始　
午
後
０
時
30
分
）

場
所
▼
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸
（
水

戸
市
宮
町
１
‐
６
‐
１
）

申
込
期
間（
予
定
）▼
令
和
７
年
１
月
中
旬

～
２
月
12
日
㈬

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
水
戸
専
門
相
談
部
門

☎
０
２
９
‐
２
３
１
‐
６
２
２
１

※
音
声
案
内
に
従
い「
４
３
＃
」を
選
択

企
画
展「
幻
視
す
る
風
景

―
藤
田
志
朗
の
世
界
」

　
つ
く
ば
市
在
住
の
画
家・藤
田
志
朗
の
、

初
期
作
品
か
ら
近
作
ま
で
40
年
を
超
え
る

画
業
を
紹
介
し
ま
す
。

期
間
▼
２
月
11
日
㈫
ま
で

開
館
時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

（
入
場
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場
所
▼
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館

（
北
茨
城
市
大
津
町
椿
２
０
８
３
）

※
入
館
料
や
休
館
日
な
ど
、詳
細
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館

☎
０
２
９
３
‐
46
‐
５
３
１
１



12

 　サイバーセキュリティ月間（2/1 ～ 3/18）　　一人ひとりがセキュリティについての関心を高めましょう

那
珂
の
歴
史
を
考
え
る
会
連
続
講
座

那
珂
・
江
戸
氏
と
額
田
小
野
崎
氏
の

歴
史
を
探
る
④

日
時
▼
２
月
16
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
す
が
や

内
容
▼
額
田
小
野
崎
氏
の
成
立
と
佐
竹
の
乱

講
師
▼
高
橋
裕
文
氏（
歴
史
学
博
士
）

定
員
▼
60
人（
当
日
先
着
順
）

参
加
費
▼
３
０
０
円（
資
料
代
）

問
那
珂
の
歴
史
を
考
え
る
会

石
崎
☎
０
８
０
‐
６
６
７
８
‐
４
２
０
０

水
戸・歴
史
に
学
ぶ
会
講
演
会

雄
飛
の
士
　
武
石
浩
玻

日
時
▼
２
月
９
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
す
が
や

講
師
▼
齋
藤
郁
子
氏

定
員
▼
１
０
０
人（
申
し
込
み
不
要
、
当

日
先
着
順
）

参
加
費
▼
３
０
０
円
（
資
料
代
な
ど
）

問
水
戸
・
歴
史
に
学
ぶ
会
事
務
局

☎
０
９
０
‐
８
０
３
８
‐
２
０
８
７

絵
画
サ
ー
ク
ル

「
楽
画
会
」作
品
展

期
間
▼
２
月
７
日
㈮
午
前
11
時
～

　
　
　
　
　
14
日
㈮
午
後
３
時

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
▼
市
立
図
書
館
１
階
展
示
コ
ー
ナ
ー

展
示
作
品
▼
水
彩
画
、
油
絵　

講
師
▼
塙
冨
士
夫
氏
、
渡
辺
正
則
氏　

問
絵
画
サ
ー
ク
ル
「
楽
画
会
」

藤
☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
２
０
３
１

知
の
探
究
セ
ミ
ナ
ー

水
戸
藩
の
幕
末
維
新

期
日
▼
２
月
23
日
㈰

講
師
▼
由
波
俊
幸
氏
（
県
立
歴
史
館
学
芸

課
長
）

渋
沢
栄
一
と
弘
道
館
・
偕
楽
園

―
大
正
五
年
水
戸
訪
問
の
記
録
か
ら
―

期
日
▼
３
月
９
日
㈰

講
師
▼
小
圷
の
り
子
氏
（
弘
道
館
事
務
所

主
任
研
究
員
）

共
通
事
項

時
間
▼
午
後
２
時
～
４
時

場
所
▼
県
立
図
書
館
２
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル

定
員
▼
１
６
０
人
（
申
し
込
み
不
要
、
当

日
先
着
順
） 　

参
加
費
▼
無
料

問
県
立
図
書
館

☎
０
２
９
‐
２
２
８
‐
３
６
２
２

第
１
２
９
回

水
戸
の
梅
ま
つ
り

　

偕
楽
園
で
は
約
１
０
０
品
種
３
千
本
、

弘
道
館
で
は
約
60
品
種
８
０
０
本
の
梅
が

咲
き
誇
り
ま
す
。期
間
中
、た
く
さ
ん
の
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、お

越
し
く
だ
さ
い
。

期
間
▼
２
月
11
日
㈫
～
３
月
20
日
㈭

場
所
▼

偕
楽
園
（
水
戸
市
常
磐
町
１
‐
３
‐
３
）

弘
道
館
（
水
戸
市
三
の
丸
１
‐
６
‐
29
）

入
園
料
▼
偕
楽
園　
３
２
０
円

　
　
　
　
弘
道
館　
４
２
０
円

※
小
中
学
生
、
満
70
歳
以
上
は
半
額

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
水
戸
市
観
光
課

☎
０
２
９
‐
２
２
４
‐
１
１
１
１

MITO



１月 14日号13

募
集

２月の休日当番医

茨城子ども
救急電話相談

＃ 8000
050‐5445‐2856

茨城おとな
救急電話相談

＃ 7119
050‐5445‐2856

救急電話相談（24 時間 365 日）

日 医療機関名 電話番号

２ メディカルＧＰ・
クリニック横堀

029‐
298‐3922

９ 岩上記念病院 029‐
296‐2066

11 たに内科クリニック 029‐
229‐0721

16 小宅内科医院 029‐
298‐0050

23 ののがき脳神経外科
クリニック

029‐
352‐0555

24 あいざわ循環器内科
クリニック

029‐
229‐1230

▶那珂キッズクリニック小児科（小児科）
　２・16 日          ☎ 029‐212‐5630

▶時間　9：00 ～ 11：30
※必ず受診前に電話でご確認ください。

   医療情報ネット（ナビイ）
全国の医療機関・薬局の情報
を検索できます。

※３月２日
　岡田クリニック        ☎029‐270‐8188
　那珂キッズクリニック小児科（小児科）

市役所　日曜開庁・木曜窓口延長
【日曜開庁】
時間／ 8：30～12：00、13：00～17：15
業務／住民票の写しの交付など
問市民課戸籍・窓口G　 ☎ 029‐298‐1111
【木曜窓口延長】
時間／ 17：15 ～ 19：30
対応課／�市民課、税務課、収納課、
 介護長寿課、社会福祉課、
 保険課、こども課

Ｇ…グループ 　
�申…申し込み・申請・応募・届出
問…問い合わせ　

…Ｅメール

市ホームページでは、
行政・災害などのさま
ざまな情報をお届けし
ています。

太
極
拳
き
ん
も
く
せ
い

初
心
者
募
集

　
太
極
拳
の
ゆ
っ
た
り
し
た
動
き
と
深
い

呼
吸
で
心
身
を
整
え
ま
せ
ん
か
。
年
齢
性

別
を
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
で
き
る
健
康
運

動
で
す
。

日
時
▼
第
１
～
３
木
曜
日
（
月
３
回
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ご
だ
い

指
導
者
▼
小
林
早
苗
氏（
楊
名
時
八
段
錦・

太
極
拳
師
範
）

費
用
▼
月
会
費　
千
円

　
　
　
年
会
費　
３
千
円

申
込
方
法
▼
電
話

※
見
学
・
体
験
歓
迎
し
ま
す
。

�申
問
太
極
拳
き
ん
も
く
せ
い

森
山
☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
７
６
９
２

石
井
☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
８
０
７
１

菅
野
☎
０
２
９
‐
２
９
５
‐
７
０
５
７

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の

書
き
方
講
座

日
時
▼
２
月
18
日
㈫
午
前
10
時
30
分
～
11

時
30
分

場
所
▼
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
視
聴
覚
室

対
象
者
▼
市
内
に
住
所
を
有
す
る
か
た

内
容
▼
行
政
書
士
に
よ
る
、相

続
、遺
言
を
含
め
た
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
の
書
き
方
講
座

※
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は

事
務
局
で
用
意
し
ま
す
。

定
員
▼
40
人
程
度
（
申
し
込
み
不
要
）

費
用
▼
無
料

主
催
▼

（公社）
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

問
行
政
書
士
原
田
優
事
務
所

原
田
☎
０
２
９
‐
２
１
２
‐
４
３
２
１

※
平
日　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

オ
ン
デ
マ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー

が
ん
を
知
ろ
う
‼

市
民
公
開
講
座

配
信
期
間
▼
２
月
28
日
㈮
ま
で

内
容
▼
皮
膚
が
ん
、遺
伝
性
が
ん
、陽
子
線

治
療
に
つ
い
て

費
用
▼
無
料

※
動
画
の
最
後
に
視
聴
後
ア
ン
ケ
ー
ト
が

表
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
筑
波
大
学
附
属
病
院
総
合
が
ん
診
療
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
８
５
３
‐
８
０
９
６

県
立
水
戸
南
高
等
学
校

通
信
制
課
程
生
徒
募
集

申
込
期
間
▼

◦
編
入
学
・
転
入
学

　
２
月
28
日
㈮
～
３
月
４
日
㈫

◦
一
般
入
学（
新
入
学
）

　
３
月
10
日
㈪
～
21
日
㈮

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�申
問
県
立
水
戸
南
高
等
学
校
（
通
信
制
職

員
室
）

☎
０
２
９
‐
２
４
７
‐
４
２
８
４

水
戸
市
白
梅
２
‐
10
‐
10



選挙のギモンや知りたいことにお答えします！

選挙いろいろＱＡ

Ａ

＆

Ｑ寄付の禁止とは何ですか？

　政治家（現職の政治家や候補者、これから立候補しようとしている人をいいます）は、選挙区内の人
などに対して寄付をすること（政治団体や親族に対するものおよび政治教育集会などに関する必要やむ
を得ない実費の補償を除きます。なお、この場合であっても、食事は提供できません）は禁止されてい
ます。
　また、第三者が政治家を名義人とし、選挙区内の人たちに対する寄付をすることや、政治家の後援団
体が選挙区内の人たちに対し行う寄付も、同様に禁止されています。
　もちろん、選挙人も政治家に対し、寄付を求めることはできません。

病気見舞い

※政治家本人が結婚披露宴、葬式などに自ら出席してその場で行う場合は、罰則が適用されない場合があります。

お中元やお歳暮
お祭りへの
寄付や差入れ

地域の行事やスポーツ
大会への寄付や差入れ

葬式の
花輪、供花

落成式、
開店祝い
などの花輪

入学祝いや卒業祝い 結婚祝いや香典※

問 �市選挙管理委員会　☎ 029‐298‐1111

禁止される政治家の寄付の例

このまちの　未来をつくる　この一票
令和６年度 選挙常時啓発キャッチコピー 最優秀作品　　わかすぎ学園第四中学校８年　掛札丈翔さんの作品
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情報掲示板 ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮまちの動き

●火災・救急件数【11月分】
　火災▶	 1 件（	 25 件）
　救急▶	 192 件（	2,464 件）
※（　）は令和６年累計
問市消防本部　☎ 029‐295‐2111

●人口【令和６年12月１日現在】
　人口▶ 53,210 人	 （－	 10）
　　男▶ 26,155 人	 （－	 3）
　　女▶ 27,055 人	 （－	 7）
世帯数▶ 23,733 世帯	（＋	 31）
※（　）内は前月比　

今号の表紙

　市内を中心に活動する手芸グ
ループ「キルティー工房」さん
が制作した、新年にふさわしい
華やかな作品の数々です。

●交通事故件数【11月末現在】
　人身事故▶	79 件
　負 傷 者▶	98 人
　死 	 者▶	 1 人

問那珂警察署　☎ 029‐352‐0110
※交通事故・犯罪ともに令和６年累計

●犯罪件数【11月末現在】
　刑法犯認知件数▶	 275 件
　　　住宅侵入窃盗▶	 4 件
　　　自 動 車 盗▶	 2 件
　　　車上ねらい▶	11 件
　　　自 転 車 盗▶	22 件

問市民相談室　☎ 029‐298‐1111

人権擁護委員を委嘱

　１月１日付けで、綿引修さん（本米崎・写真左）、村上満江さん（額田南郷・写真右）
が新任として、法務大臣から人権擁護委員に委嘱されました。
　人権擁護委員は、日常生活の中で基本的人権が侵されることのないよう見守
り、人権問題解決に向けての相談や人権尊重思想の普及啓発を図ることが主な活
動で、市では９人の委員が活動しています。

任期　令和７年１月１日～令和９年12月31日

企業版ふるさと納税による寄付

問政策企画課地方創生G　☎ 029‐298‐1111
	過去の寄付企業に
ついてはこちら▶

　企業版ふるさと納税を活用した寄付を頂き、ご支援に対して感謝の意を表す
るため、感謝状を贈りました。
　頂いた寄付金は、「ここで働きたい」いぃ那珂プロジェクトに活
用していきます。

レバレジーズ㈱ から寄付

西消防署の救助用ゴムボートを更新

市消防団第７分団第１部（戸多地区）に最新鋭消防車両を配備

市消防本部の資機材更新・車両配備

　水害や水難救助に対応できる最新鋭
の資機材に更新し、11 月 25 日に運
用を開始しました。これからも市民の
生命、身体および財産を災害から守る
ため、活用していきます。

　12 月 22 日、総務省消防庁無償貸付
車両の引渡式を市消防本部で行い、直
ちに運用を開始しました。
　配備された最新鋭のＣＤ－１型消防
ポンプ自動車は、近年の交通状況の変
化に対応した、安全性、操作性に優れた
オートマチック車です。吸水時間も短

問市消防本部警防課　☎ 029‐295‐2111

縮され、災害時に素早く対処することができます。地域を守る消防団の消防力
が一段と充実強化され、今後の消火活動などに十分威力を発揮するものと期待
しています。

1 月 14日号15

広告掲載のお申し込みは、行財政改革推進室まで。　※広告の内容は、市が保証や推奨をするものではありません。

問スポーツ推進室　☎ 029‐297‐0077

茨城新聞社から寄付

　茨城セキスイハイム杯第 44回茨
城県少年軟式野球選手権大会への協
力のお礼として、㈱茨城新聞社から、
12月 10日に寄付を頂きました。
　市では、この寄付金を、なかLucky
FM公園施設の充実を図るために有
効活用します。



　

那珂市が誕生してから20年間に起きた出来事を振り返ります

市制20周年を振り返る

那珂総合公園のネーミング
ライツ契約を締結

那珂西リバーサイドパーク
が開園

▲ 令和４年２月17日

【令和４年３月25日号掲載】 【令和４年５月25日号掲載】

㈱LuckyFM茨城放送とネーミングライツ契
約を締結し、令和４年４月から那珂総合公園
の愛称が「なかLuckyFM公園」になりました。

▲ 令和４年５月１日

屋外スポーツや自然にふれあい楽しめる場
として活用されるほか、防災拠点としても
活用が期待される施設として開園しました。

市制20周年を振り返る 1919191919

●　●　●　●　●　●　●
●　●

元 気 な 顔 ‼

GE

NKINAKA OH!!

お子さんの写真を広報なかに掲載してみませんか？
ご応募お待ちしています。

【応募内容】　市内にお住まいの未就学のお子さんの写真
【応募方法】　 市ホームぺージ内の申し込みフォームから、

お気に入りの一枚を送付してください。
応募はこちらから

中井川 柊
しゅうま

真さん 齋藤 祐
ゆ う と

斗さん中井川 杏
あ ん り

莉さん
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問秘書広聴課　☎ 029‐298‐1111

問シティプロモーション推進室　☎ 029‐298‐1111




